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★
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と

金
正
恩
委
員
長
の
会
談
が
実
現
し
た
。
ま
さ
に
歴

史
的
な
会
談
と
言
っ
て
も
よ
い
。
会
談
前
は
、
金

委
員
長
が
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
ア
ジ
ア
歴
訪

を
戦
争
屋
の
訪
問
と
批
判
、
さ
ら
に
「
年
寄
り
」

「
老
い
ぼ
れ
」
と
個
人
攻
撃
を
し
た
。
一
方
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
金
委
員
長
を
「
チ
ビ
で
デ
ブ
」「
ち
び
ロ
ケ
ッ
ト
マ
ン
」「
病

気
の
子
犬
」
と
応
酬
し
て
い
た
。
★
そ
れ
が
急
転
直
下
、
世
紀

の
会
談
が
行
わ
れ
た
。
会
談
後
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
金
正

恩
委
員
長
を
「
非
常
に
率
直
で
と
て
も
立
派
な
人
物
」
と
大

い
に
持
ち
上
げ
て
い
た
。
正
直
な
感
想
な
の
か
、
そ
れ
と
も
最

高
の
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
な
の
か
分
か
ら
な
い
。
★
こ
の
会
談
に

よ
っ
て
ど
ん
な
成
果
が
得
ら
れ
た
の
か
。
今
の
と
こ
ろ
、
具
体

的
な
も
の
が
見
え
て
こ
な
い
。
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
米

韓
軍
事
演
習
の
中
止
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
が
日
本
の
安
全
保
障

に
ど
う
関
わ
っ
て
く
る
の
か
、
日
本
と
し
て
無
関
心
で
は
い
ら

れ
な
い
。
★
今
回
の
最
大
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
北
朝
鮮
の
非
核

化
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。
完
全
か
つ
検
証
可
能
、
不
可
逆
的
な

非
核
化
は
実
現
す
る
の
か
。
い
つ
ま
で
に
核
廃
棄
が
出
来
る
の

か
。
こ
れ
も
明
確
で
な
い
。
北
朝
鮮
の
ペ
ー
ス
に
乗
せ
ら
れ
た

感
が
す
る
。
北
朝
鮮
は
な
か
な
か
し
た
た
か
で
あ
る
。
★
さ

て
、
両
者
の
会
談
前
に
、
安
倍
首
相
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
対

し
、
日
本
人
の
拉
致
問
題
を
持
ち
出
し
て
ほ
し
い
と
要
請
し

た
。
大
統
領
は
2
回
、
拉
致
問
題
を
話
題
に
挙
げ
た
と
言
う
こ

と
で
あ
る
が
、
ど
れ
ほ
ど
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。
相
変
わ
ら
ず

北
朝
鮮
は
解
決
済
み
と
言
っ
て
い
る
。
★
朝
鮮
半
島
の
情
勢

は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
転
す
る
。
昭
和
14
年
、
平
沼
騏
一
郎
と

い
う
人
が
総
理
大
臣
に
な
っ
た
。
そ
の
時
、
急
変
す
る
欧
州
情

勢
を
見
て
「
複
雑
怪
奇
な
り
」
と
言
っ
た
。
朝
鮮
半
島
情
勢

は
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、
中
国
、
日
本
の
利
害
が
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
な
か
な
か
読
み
切
れ
な
い
。
ま
さ
に
平
沼
の
言
う
複
雑

怪
奇
そ
の
も
の
で
あ
る
。
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政
局
は
秋
の
総
裁
選
へ
動
き
始
め
る

国会7月22日まで延長
政府重要法案の成立を期す

国会7月22日まで延長
政府重要法案の成立を期す

恒 心

通
常
国
会
は
6
月
20
日
が
会
期
末
で
あ
っ
た
が
、
7
月
22
日
ま

で
、
32
日
間
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
国
会
も
昨
年
と
同

様
、
森
友
、
加
計
問
題
に
審
議
が
集
中
し
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
問

題
が
尾
を
引
い
て
、
な
か
な
か
幕
引
き
と
な
ら
な
い
。
我
が
国
を

取
り
巻
く
内
外
情
勢
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
東
京
一
極
集
中
の

緩
和
と
地
方
創
生
、
財
政
健
全
化
と
持
続
的
な
社
会
保
障
制
度
の

確
保
等
、
じ
っ
く
り
と
議
論
を
戦
わ
す
必
要
が
あ
る
。
延
長
国
会

の
中
で
、
政
府
・
与
党
は
重
要
法
案
で
あ
る
働
き
方
関
連
法
案
、

カ
ジ
ノ
法
案
、
来
年
の
参
議
院
選
挙
に
参
議
院
の
議
席
を
6
増
す

る
公
職
選
挙
法
の
改
正
法
案
を
是
非
と
も
成
立
さ
せ
た
い
意
向
で

あ
る
。
延
長
国
会
が
終
わ
れ
ば
、
自
民
党
の
総
裁
選
挙
が
控
え
て

い
る
。
安
倍
総
裁
の
3
選
か
、
そ
れ
と
も
党
内
か
ら
誰
か
対
抗
馬

と
し
て
手
を
上
げ
る
の
か
、
今
後
、
秋
の
総
裁
選
に
向
け
て
、
政

界
は
様
々
な
動
き
が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
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参
議
院
決
算
委
員
会
総
括
質
疑

二
ノ
湯
委
員
長
質
問
に
立
つ

委員長席から安倍首相に質問する
二ノ湯委員長

国
会
に
お
い
て
は
、
両
院
の
予
算
委
員
会
の

質
疑
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
参
議
院

で
は
決
算
委
員
会
が
重
要
視
さ
れ
、
決
算
の
参

議
院
と
も
言
わ
れ
る
。
決
算
委
員
会
は
毎
週
月

曜
日
が
定
例
と
な
っ
て
お
り
、
4
月
9
日
に
委

員
会
が
始
ま
り
、
6
月
18
日
に
9
回
目
の
委

員
会
を
開
き
、
全
閣
僚
が
出
席
の
総
括
質
疑
を

行
っ
て
、
28
年
度
国
家
予
算
の
決
算
を
是
認
し

た
。
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
は
今
国
会
で
、
決
算

委
員
長
を
務
め
、
最
終
の
委
員
会
で
総
理
に
対

し
て
、
大
所
高
所
の
立
場
か
ら
当
面
の
課
題
に

つ
い
て
総
理
に
質
問
を
し
た
。
な
お
、
質
問
前

に
、
6
月
18
日
に
起
こ
っ
た
地
震
の
対
応
に
つ

い
て
政
府
の
見
解
を
質
し
た
。

◆
決
算
委
員
会
委
員
長
の
質
問
内
容

ま
ず
、
冒
頭
、
私
か
ら
質
問
を
行
い
ま
す
。

本
日
、
朝
、
発
生
し
た
大
阪
府
北
部
を
震
源
と

す
る
最
大
震
度
6
弱
の
地
震
に
つ
い
て
、
情
報

収
集
や
人
命
救
助
に
最
善
を
尽
く
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
、
総
理
の
意
気
込
み
を
伺
い
ま
す
。

次
に
私
が
決
算
委
員
長
と
し
て
内
閣
総
理
大

臣
に
総
括
的
な
質
問
を
行
い
ま
す
。
我
が
国
経

済
は
、
5
年
半
に
わ
た
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
推

進
に
よ
り
、
雇
用
・
所
得
環
境
が
改
善
し
、
経

済
の
好
循
環
が
実
現
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
2045
年
に
は
7
割
以
上
の
市
区
町
村
で
総

人
口
が
2
割
以
上
減
少
し
、
さ
ら
に
65
歳
以
上

人
口
が
半
数
以
上
を
占
め
る
市
区
町
村
が
3
割

近
く
に
及
ぶ
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
人
口
減
少
・

高
齢
化
の
進
展
は
今
後
の
日
本
経
済
の
最
大
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
地
方
圏
か
ら

は
、
若
者
を
中
心
に
東
京
へ
の
人
口
流
出
に
歯
止

め
が
か
か
る
気
配
は
な
く
、
出
生
率
の
低
下
と

相
ま
っ
て
生
産
年
齢
人
口
の
急
減
が
与
え
る
地

域
経
済
へ
の
悪
影
響
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
地
域
の
活
力
を
維
持
し
、
東
京
へ

の
一
極
集
中
傾
向
の
緩
和
と
、
東
京
か
ら
地
方
圏

へ
の
人
の
流
れ
を
創
り
出
す
こ
と
を
目
指
し
た
総

合
的
な
政
策
が
重
要
で
あ
り
、
政
府
一
体
と
な
っ

て
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
総
理
の
御
所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。
ま
た
、

地
方
圏
に
お
い
て
、
東
京
で
の
職
業
経
験
が
豊

富
な
人
材
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
個
性
を
生

か
し
た
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
不
足
が
ち
な
起

業
や
地
域
産
業
の
担
い
手
と
し
て
活
用
し
て
い

く
こ
と
も
必
要
と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
、
公
務

員
に
つ
い
て
も
、
東
京
か
ら
地
方
に
帰
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
若
者
に
対
し
て
活
躍
で
き
る
機
会
を

用
意
す
る
な
ど
、
雇
用
に
よ
り
弾
力
性
を
持
た

せ
る
こ
と
で
、
地
方
に
プ
ラ
ス
効
果
が
生
ま
れ
、

若
者
に
も
や
り
が
い
が
あ
る
仕
事
や
人
生
を
描

く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

地
方
圏
の
発
展
・
創
生
の
た
め
に
は
、
地
方
の
熱

意
や
創
意
・
自
主
性
に
加
え
、
多
様
な
暮
ら
し

方
や
価
値
観
を
大
切
に
す
る
よ
う
な
意
識
に
変

え
て
い
く
こ
と
も
重
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
が
、

総
理
の
御
認
識
を
お
伺
い
し
ま
す
。

次
に
、
新
た
な
財
政
健
全
化
計
画
の
下
で
の

社
会
保
障
制
度
の
考
え
方
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。
年
金
・
医
療
・
介
護
な
ど
の
社
会
保
障

費
は
、
平
成
27
年
度
で
114
兆
円
超
に
達
し
て
い

ま
す
。
高
齢
化
の
進
展
等
に
伴
っ
て
今
後
も
給

付
増
大
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
政
府
は
2025
年
度

に
は
148
兆
円
程
度
に
な
る
と
予
測
し
て
い
ま
し

た
。
今
般
の
新
た
な
推
計
で
は
2040
年
度
に
190
兆

円
規
模
に
な
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。
持
続
可

能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
保
の
た
め
に
は
、
受

益
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
で
あ
り
、
給
付

の
抑
制
や
自
己
負
担
の
増
大
も
避
け
て
通
れ

な
い
問
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
政
府
は
新
た

な
財
政
健
全
化
計
画
を
ま
と
め
ま
し
た
が
、
社

会
保
障
費
の
抑
制
の
方
針
を
ど
の
よ
う
に
盛
り

込
む
の
か
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
2018
年
度

ま
で
の
3
年
間
に
も
、
社
会
保
障
費
の
伸
び
を

「
年
5
千
億
円
程
度
」
に
抑
え
る
目
安
を
設
定

し
、
一
定
の
効
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
3
年
間
に
つ
い
て
は
、
終
戦
前
後
に
生

ま
れ
た
人
口
が
少
な
い
世
代
が
75
歳
以
上
に
な

る
時
期
で
、
社
会
保
障
費
の
伸
び
が
一
時
的
に

こ
れ
ま
で
よ
り
緩
や
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
社
会
保
障
制
度
を

持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
期

間
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
社
会
保
障
費
の
抑
制

を
図
っ
て
い
く
の
か
、
そ
の
方
針
が
今
後
の
財

政
健
全
化
計
画
や
予
算
編
成
に
十
分
反
映
さ
れ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
総
理

の
御
所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

次
に
、
東
京
一
極
集
中
と
地
方
大
学
の
振
興

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
政
府
が
平
成
29
年
12

月
に
閣
議
決
定
し
た
「
新
し
い
経
済
政
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
で
は
、
生
産
性
革
命
と
と
も
に
人
づ
く

り
革
命
が
重
要
な
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
高
等
教
育
の
無
償
化
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
と
並
行
し
て
、
あ
る
い
は
先
ん
じ
て
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
高
等
教
育
の
質
の

強
化
を
促
す
抜
本
的
な
大
学
改
革
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
我
が
国
の
18
歳
人
口
は
減
少
し
続

け
る
一
方
で
、
大
学
進
学
率
は
頭
打
ち
の
状
況
に

あ
り
、
29
年
度
入
学
定
員
充
足
率
は
、
私
立
大

学
の
四
割
で
定
員
割
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

地
方
大
学
に
お
い
て
顕
著
で
あ
り
、
東
京
一
極
集

中
が
大
き
な
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
方
大

学
の
存
在
は
、
そ
の
地
域
の
経
済
や
文
化
に
と
っ

て
大
変
重
要
で
あ
り
ま
す
。
文
部
科
学
省
は
30

年
度
か
ら
東
京
23
区
内
の
私
立
大
学
の
定
員
増

を
認
め
な
い
告
示
を
発
し
、
立
法
措
置
を
講
じ

る
た
め
の
法
案
も
今
国
会
で
成
立
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、地
方
で
の
教
育
機
会
が
拡
大
し
、

東
京
一
極
集
中
を
是
正
す
る
効
果
が
あ
る
の
か
不

断
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
地
方
大
学
で
質
の
高
い
教
育
を
受
け
た
学

生
に
ふ
さ
わ
し
い
、
魅
力
的
な
就
職
先
が
地
方

に
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
若
者
の
雇
用
の
創

出
を
一
層
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
総
理
の
御
見
解
を
伺
い
ま
す
。
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来
年
の
参
議
院
選
挙
の
政
見
放
送

持
ち
込
み
ビ
デ
オ
方
式
が
可
能















































































4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

大
阪
に
再
び
万
国
博
を

関
西
出
身
の
国
会
議
員
が
現
地
視
察

万博事務局より会場の説明を受ける

参
議
院
選
挙
の
合
区
解
消

自
民
党
参
議
院
選
挙
改
正
案
を
提
案

に
大
き
く
異
な
る
県
ど
う
し
の
合
区
の
出
現
が
想

定
さ
れ
、
そ
の
場
合
、
人
口
の
小
さ
い
県
は
事
実

上
、
参
議
院
に
代
表
を
出
せ
な
く
な
る
。
そ
れ
を

解
消
す
る
に
は
、
憲
法
を
改
正
し
て
改
選
ご
と
に

広
域
地
方
自
治
体
で
あ
る
都
道
府
県
の
区
域
か

ら
少
な
く
と
も
１
人
が
選
出
さ
れ
る
よ
う
に
定
め

る
必
要
が
あ
る
。
来
年
の
参
議
院
選
挙
ま
で
に

は
、
憲
法
改
正
は
時
間
的
に
間
に
合
わ
な
い
。
自

民
党
は
今
回
合
区
解
消
策
と
し
て
、
参
議
院
の

定
数
を
６
議
席
増
や
し
、
議
員
１
人
当
た
り
有

権
者
が
最
も
多
い
埼
玉
選
挙
区
の
定
数
を
２
増
、

比
例
区
の
定
数
を
４
増
し
、
拘
束
名
簿
式
を
導

入
し
て
、
合
区
選
挙
区
の
候
補
者
を
優
遇
し
て
、

合
区
で
候
補
者
を
出
せ
な
い
県
か
ら
必
ず
議
員
を

選
出
出
来
る
よ
う
に
す
る
。
批
判
も
あ
る
が
、
当

面
の
合
区
解
消
策
と
し
て
こ
れ
し
か
な
い
。

定
候
補
者
選
任
作
業
を
急
ぐ
よ
う
に
通
知
し

た
。
す
で
に
先
月
の
「
え
と
す
」
で
報
道
し
た

よ
う
に
、
京
都
府
連
で
は
候
補
者
選
考
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
候
補
者
の
対
象
者
を
国
会
議

員
、
府
議
会
議
員
、
京
都
市
会
議
員
に
限
定

し
、
候
補
者
を
募
っ
た
が
、
西
田
昌
司
参
議
院

議
員
の
み
が
出
馬
の
意
思
を
表
明
、
6
月
3

日
、
府
連
の
選
挙
対
策
委
員
会
で
、
西
田
氏
を

次
期
候
補
者
と
し
て
了
承
し
た
。
自
民
党
京
都

府
連
で
は
、
広
く
党
員
に
開
か
れ
た
環
境
で
選

考
す
る
よ
う
に
と
の
党
本
部
の
趣
旨
を
尊
重

し
、
約
1300
人
の
代
議
員
に
西
田
氏
を
公
認
候
補

者
と
し
て
賛
成
か
反
対
か
を
問
う
信
任
投
票
を

実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
98
％
以
上
の
代
議
員

が
西
田
氏
を
公
認
予
定
候
補
者
と
し
て
党
本
部

に
申
請
す
る
こ
と
を
了
承
し
た
。

許
さ
れ
な
い
の
で
、
結
構
緊
張
す
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
も
、
手
話
通
訳
も
、
字
幕
も
許
さ
れ

て
い
な
い
。
今
国
会
で
、
公
職
選
挙
法
が
改
正

さ
れ
て
、
参
議
院
選
挙
区
選
挙
に
お
い
て
も
、

候
補
者
は
事
前
に
作
成
し
た
ビ
デ
オ
を
放
送
局

に
持
ち
込
む
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
上
、

手
話
通
訳
、
字
幕
の
い
ず
れ
か
を
付
与
す
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
公
職
選
挙
法
は

選
挙
の
公
正
、
公
平
の
た
め
に
、
細
か
い
規
制

が
多
い
が
、
ど
の
選
挙
も
有
権
者
に
わ
か
り
や

す
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
の
改

正
に
よ
っ
て
、
障
害
の
あ
る
有
権
者
に
も
、
参

議
院
選
挙
区
候
補
者
の
政
見
を
広
く
知
る
機
会

が
広
ま
っ
た
こ
と
、
そ
の
上
、
選
挙
運
動
で
忙

し
く
動
き
回
っ
て
い
る
候
補
者
の
負
担
が
軽
く

な
っ
た
こ
と
も
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

時
点
で
は
大
阪
市
が
か
な
り
有
力
と
言
う
こ
と

で
あ
る
が
、
2
都
市
も
国
を
挙
げ
て
誘
致
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
決
し
て
予
断
は
許
せ
な
い
。

6
月
9
日
、
大
阪
万
博
を
実
現
す
る
国
会
議
員

連
盟
で
は
、
万
博
開
催
予
定
地
と
な
っ
て
い
る

大
阪
市
此
花
区
夢
洲
を
視
察
し
た
。

前
回
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
１
票
の
格
差
是
正

の
た
め
に
、
苦
肉
の
策
と
し
て
隣
県
同
士
の
合
区

と
い
う
手
段
を
採
用
し
た
。
合
区
が
実
施
さ
れ
た

県
で
は
国
政
へ
の
関
心
の
低
下（
参
議
院
選
挙
で

最
低
の
投
票
率
）、
選
挙
区
面
積
の
広
大
化
に
よ

る
活
動
費
等
の
増
加
、
国
会
議
員
と
有
権
者
の

関
係
の
希
薄
化（
国
政
に
対
す
る
参
政
権
の
不
平

等
）、
し
か
も
合
区
と
な
る
両
県
の
利
害
が
一
致

す
る
と
は
限
ら
な
い
し
、
人
口
が
少
な
い
地
方
だ

か
ら
と
い
っ
て
国
家
的
な
課
題
が
少
な
い
と
は
言

え
な
い（
国
境
離
島
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
供
給
、

国
土
・
環
境
保
全
等
）。
今
後
も
新
た
に
隣
県
ど

う
し
の
合
区
が
進
む
と
な
れ
ば
、
人
口
規
模
が
更

来
年
7
月
、
第
25
回
参
議
院
通
常
選
挙
が
施

行
さ
れ
る
。
安
定
し
た
政
治
基
盤
を
作
る
た

め
、
万
全
の
態
勢
で
臨
む
必
要
が
あ
り
、
自
民

党
本
部
は
各
都
道
府
県
連
に
対
し
て
、
公
認
予

衆
議
院
、
参
議
院
選
挙
で
は
、
政
見
放
送
が

放
映
さ
れ
る
。
衆
議
院
選
挙
で
は
各
候
補
者
が

事
前
に
作
成
し
た
ビ
デ
オ
を
放
送
局
に
持
ち
込

み
、そ
れ
を
放
送
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
上
、
手
話
通
訳
又
は
、
字
幕
を
付
与
す
る

こ
と
も
出
来
る
。
衆
議
院
比
例
代
表
選
挙
や
、

都
道
府
県
知
事
選
挙
は
手
話
通
訳
の
付
与
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
の
場

合
、
手
話
通
訳
に
加
え
て
字
幕
の
付
与
も
認
め

ら
れ
て
い
る
。
参
議
院
選
挙
区
候
補
者
は
放
送

局
の
ス
タ
ジ
オ
に
出
向
き
、
録
画
の
た
め
に
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
話
し
掛
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
２
回
許
さ
れ
て
い
る
が
、
失
敗
は

昭
和
45
年
の
大
阪
万
国
博
覧
会
は
、
開
催
前

か
ら
、
日
本
中
が
万
博
に
沸
い
て
い
た
感
じ
で

あ
っ
た
。
開
催
中
約
6500
万
人
が
会
場
に
足
を
運

ん
だ
。
当
時
、
大
阪
は
東
京
と
そ
れ
ほ
ど
格
差

が
な
く
、
東
京
一
極
集
中
と
は
言
わ
な
か
っ

た
。
そ
れ
か
ら
50
年
が
経
過
し
た
。
東
京
は
驚

異
的
に
発
展
、
反
面
大
阪
は
大
き
く
後
退
し

た
。
大
阪
の
起
死
回
生
の
た
め
に
万
博
を
誘
致

す
る
動
き
が
、
大
阪
府
・
市
・
経
済
界
が
中
心

に
な
っ
て
出
て
き
た
。
2025
年
万
博
に
名
乗
り
を

上
げ
て
い
る
都
市
は
ロ
シ
ア
の
エ
カ
テ
リ
ン
ブ

ル
ク
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
バ
ク
ー
で
あ

る
。
今
年
11
月
に
開
催
地
が
決
定
さ
れ
る
。
現

党員の大多数西田氏を信任
府
連
公
認
予
定
候
補
者
と
し
て

党
本
部
に
申
請

昭和33年9月19日生（59才）
昭和56年　滋賀大学経済学部　卒業
平成 2 年　京都府議会議員　初当選
平成19年　参議院議員　初当選
平成25年　参議院議員　再選
参議院にて 議員運営委員会庶務小委員長
自由民主党にて 副幹事長・参議院国会対策副委員長
 自由民主党京都府支部連合会会長
現　　在 参議院自民党国会対策委員長代行
 参議院決算委員会筆頭理事

参議院議員

西田昌司
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来
年
春
の
統
一
地
方
選
挙

自
民
党
京
都
府
会
、
市
会
公
認
枠
を
決
定

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「え
とす」の発行をはじめ、二ノ湯さとし
の政治活動をご支援いただける会員
を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主

張にご賛同いただき、ご入会下さいま
すようお願い申し上げます。

新政経懇話会
年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

一
、
日
大
ア
メ
フ
ト
部
の
悪
質
な
反
則
プ
レ
イ

に
対
す
る
処
分
が
決
ま
っ
た
。
監
督
、
コ
ー
チ

は
除
名
処
分
、
チ
ー
ム
は
今
シ
ー
ズ
ン
出
場
停

止
。
連
盟
の
決
定
は
当
然
で
あ
る
。
ア
メ
フ
ト

が
厳
し
い
ル
ー
ル
の
下
で
、
激
し
い
プ
レ
イ
を

繰
り
広
げ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

一
、
私
の
免
許
証
の
期
限
は
76
才
ま
で
で
あ

る
。
今
度
の
更
新
時
期
に
は
、
返
上
し
よ
う
と

思
っ
て
い
る
。
運
転
は
出
来
る
と
思
う
が
、
高

齢
期
に
、
万
が
一
事
故
を
起
こ
し
た
ら
後
の
人

生
が
台
無
し
で
あ
る
。
90
才
で
死
亡
事
故
を
起

こ
し
た
人
の
人
生
も
同
様
で
あ
る
。

一
、
新
幹
線
で
23
才
の
青
年
が
、
持
っ
て
い
た

刃
物
で
2
人
の
女
性
乗
客
を
切
り
つ
け
、
そ
れ

を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
38
才
の
男
性
の
乗
客
を

殺
し
た
。「
誰
で
も
殺
し
た
か
っ
た
と
刃
物
を

振
り
回
し
た
」。
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
乗
客
こ

そ
い
い
迷
惑
で
あ
り
、
女
性
達
を
助
け
た
人
の

勇
気
を
称
え
た
い
。

一
、
新
潟
知
事
選
挙
は
自
民
、
公
明
が
推
薦
す

る
候
補
者
が
、
オ
ー
ル
野
党
が
応
援
す
る
候
補

者
に
僅
少
差
で
勝
利
し
た
。
京
都
府
の
知
事
選

挙
で
の
批
判
票
か
ら
考
え
て
、
新
潟
は
正
直
危

な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
与
党
の
総
力
挙
げ
て

の
頑
張
り
が
い
い
結
果
に
つ
な
が
っ
た
。

一
、
東
京
目
黒
区
で
の
児
童
虐
待
事
件
は
、
多

く
の
人
の
悲
し
み
を
誘
っ
て
い
る
。
私
は
児
童

虐
待
の
ニ
ュ
ー
ス
を
に
接
す
る
度
に
腹
が
立

ち
、
怒
り
が
こ
み
上
げ
て
く
る
。
ど
う
し
て
児

童
相
談
所
は
じ
め
、
周
辺
の
大
人
達
が
幼
い
命

を
救
え
な
か
っ
た
の
か
。

二
ノ
湯
議
員
、
今
年
も
文
人
展
に
出
品

第
72
回
文
人
展
が
、
今
年
も
京
都
市
左
京
区

岡
崎
の
京
都
市
美
術
館
別
館
で
開
催
さ
れ
た
。

京
都
を
代
表
す
る
宗
教
家
、
学
者
、
文
化
人

が
会
員
と
し
て
名
を
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
二
ノ

湯
参
議
院
議
員
も
参
与
と
い
う
名
目
で
会
員
と

な
っ
て
い
る
。
政
界
で
は
奥
田
幹
生
元
文
部
大

臣
が
会
員
で
、毎
回
作
品
を
出
品
さ
れ
て
い
た
。

今
年
春
に
逝
去
さ
れ
た
が
、
こ
の
会
に
出
品
を

準
備
さ
れ
て
い
た
の
か
、
作
品
は
展
示
さ
れ
て

い
た
。
二
ノ
湯
議
員
の
今
回
の
書
は
「
春
風
接

人
秋
霜
自
粛
」。
春
風
を
以
て
人
に
接
し
、
秋
霜

を
以
て
自
ら
粛つ

つ
し

む
と
読
む
。
春
風
の
よ
う
な
和

や
か
さ
、
穏
や
か
さ
で
人
に
接
し
、
秋
の
霜
の

よ
う
に
厳
し
さ
を
も
っ
て
自
己
を
抑
制
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
儒
学
者
佐
藤
一
斎
の
「
言
志
四
録
」

の
中
の
名
言
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
味
わ
い

深
い
言
葉
で
は
あ
る
が
、
実
行
は
な
か
な
か
難

し
い
。
二
ノ
湯
議
員
が
最
初
に
仕
え
た
故
前
尾

繁
三
郎
衆
議
院
議
長
が
よ
く
揮
毫
さ
れ
て
い
た
。

来
年
は
全
国
一
斉
に
、
統
一
地
方
選
挙
が
行

わ
れ
る
。
統
一
地
方
選
挙
と
言
っ
て
も
現
在
で

は
約
40
％
ほ
ど
の
自
治
体
で
選
挙
が
執
行
さ
れ

る
だ
け
で
あ
る
。
京
都
府
で
は
第
1
次
統
一
選

挙
は
、
京
都
府
議
会
、
京
都
市
会
、
そ
の
後
、

各
自
治
体
の
市
長
、
市
議
、
町
会
議
員
の
選
挙

が
執
行
さ
れ
る
。
今
回
の
知
事
選
挙
の
開
票
結

果
を
分
析
す
る
と
、
自
民
党
に
は
か
な
り
厳
し

い
選
挙
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
た

め
に
も
、
統
一
選
に
挑
戦
す
る
予
定
候
補
者
を

早
急
に
決
定
し
、
参
議
院
予
定
候
補
者
と
連
携

す
る
選
挙
態
勢
を
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

京
都
府
会
で
は
過
半
数
、
京
都
市
会
で
は
3
分

の
1
以
上
の
議
席
獲
得
を
目
指
し
て
候
補
者
を

擁
立
す
る
予
定
で
あ
る
。
6
月
3
日
の
自
民
党

選
挙
対
策
委
員
会
で
、
京
都
府
議
会
議
員
、
京

都
市
会
議
員
の
各
選
挙
区
で
の
公
認
枠
と
選
考

基
準
を
決
定
し
た
。
7
月
7
日
の
府
連
定
期
大

会
で
は
、
選
考
基
準
を
満
た
し
た
第
1
次
公
認

候
補
を
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

❖
統
一
地
方
選
挙（
後
半
）








































日時

場所 ホテルグランヴィア京都（JR京都駅ビル内）

7月30日月 16：30▶20：30まつり
夏’18

ご案内
の

お食事……3F宴会場　イベント……5F宴会場　　

16:30から20：00まで自由に入場できます。　ごあいさつ 18：30

ご家族やお友達とご一緒に、懐かしい夏祭りの
雰囲気を満喫しにおいでください。

お問い合わせ：二ノ湯さとし京都事務所お問い合わせ：二ノ湯さとし京都事務所
主催：夏祭り実行委員会主催：夏祭り実行委員会

お申し込み先：TEL 075-315-2228 FAX 075-315-2310お申し込み先：TEL 075-315-2228 FAX 075-315-2310

お一人様　5,000円 当日、ホテルではフリードリンクチケット（2,000円）
も販売されます。
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